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学校給食施設基本方針策定事業 事務事業評価シート

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

　児童生徒に安全な給食を提供しつつ、効果的な事業を推進するため、施設や体制の現状を踏ま
えたうえで今後の学校給食の在り方を検討していくことは必要。

　当市における学校給食事業の課題抽出および解決するための手法の確立に向けて・・・

目標値より低い

0

成果指標
の達成度

目標値より高い 概ね目標値どおり

③
目標

実績

26年度(実績)

実績

②
目標

①
目標

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

実績

実績

実績
③

計画

②
計画

①
計画

実績

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 27年度(実績)

後援・協賛 補助・助成

26年度(実績)

市民参画の有無 対象外
適正である

市民協働の形態
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

委託

公
平
性

基本方針策定により、給食の在り方の方向性を出していく中で設
備や体制、効率性の向上が見込める。向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

必要最小限の人数で実施しており削減余地はない。

給食事業の在り方を検討する主体は市町村教育委員会に限られ公
共団体が関与するしかない。

 受益と負担の適正化余地 市内全ての小中学生が提供を受けている給食に関するものであ
り、公平である。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない　○基本方針策定のための調査
　1.学校給食についての現状と課題の整理
　2.学校給食を取り巻く環境変化の整理
　3.上記課題を解決するための基本方針策定

　平成２６年度補正予算を翌２７年度に繰越して実施

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

目的 　花巻市学校給食基本方針策定のため

対象 　児童生徒及び学校給食調理従事者

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図

　学校給食の現状と課題を整理し、課題解決に向けた基本方針を策定するための調査を行
う 妥当である

見直し余地がある

政策 3-2 学校教育の充実
施策 4 教育環境の充実

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 10 06 03

【 事後評価 】平成 27 年度 事務事業評価シート

28年度(計画)

27年度(実績) 28年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

8532 学校給食施設基本方針策定事業

人づくり

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること
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単位：千円 ●花巻市学校給食のあり方検討業務

(1)学校給食及び学校給食施設の現況調査

①関連計画等の整理

②施設の概況把握（ハード面）

③運営状況の整理（ソフト面）

④現地調査

⑤学校給食施設における課題

(2）学校給食のあり方検討

(3）学校給食施設のあり方検討

○ ～ ①将来の提供数の設定
②2時間喫食の検証

③学校給食施設の保全計画

④新たな学校給食施設を整備する上での基本方針

(4）統廃合案の検討

(5）新たに学校給食施設を整備する場合の基礎資料の整理

①学校給食施設を整備する上での検討事項の整理

②事業手法の整理

学校給食施設基本構想等策定調査業務委託料　4,968千円

　

学校給食施設基本方針策定事業

事後評価

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

目

03

事業ｺｰﾄﾞ

8532

施設の維持管理（施設備品共の老朽化、保健所指摘施設が大多数。食物アレルギー対応の充実のた
め整備等方策について検討が求められている。）また、職員体制の課題（事務職員の未配置、適正
化計画による調理士の減少、調理業務委託の見直し）等、課題が山積している状況であるため。

一般財源 4,968

事業名

学校給食施設基本方針策定事業

・当市の学校給食施設は、衛生管理基準施行（平成21年4月）以前に建設されたものであり、適合
するよう備品の更新や動線、工程の工夫を行い給食提供を実施している状況である。
・厨房機器や給食運搬車等の備品についても、経年劣化により想定外の修繕や更新が多発してい
る。

教育環境の整備及び充実を図る

年度〕

事業概要

　○基本方針策定のための調査
　1.学校給食についての現状と課題の整理
　2.学校給食を取り巻く環境変化の整理
　3.上記課題を解決するための基本方針策定

　平成２６年度補正予算を翌２７年度に繰越して実施

事業開始の背景・経緯

部重点施策における目標

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成 27 年度 平成 28

4,968

その他

地方債

国・県

財
源
内
訳

4,968 4,968
事業費

26年度
決算額(A)

27年度
決算額(B)

28年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

会計 款 《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

一般 10 06

担当部署 部名 教育部 課名 小中学校課 担当係長

項

内線

平成 27 年度 事業説明資料 【 】
幅下　崇則 9-10-334

花巻市の給食施設の課題を整理し、修繕・更新等費用試算を行い、今後の方針策定の重
要な参考資料とするため、実績のある経営コンサルを活用し、方針策定の土台作りをす
る。

事業説明資料
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（単位：千円）

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること 【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

【問題解決のために必要な検討事項】
①少子化・職員不足・学校負担を考慮したセンター運営方式等の検討
②更新等に係る費用経費の比較（修繕or新設）

※留意事項
・2時間ルールと配送範囲の設定（新設時の建設地選定を含む）
・特殊施設のため一般的な設計等による積み上げが困難

学校給食施設基本方針策定事業

8532

事業名

学校給食施設基本方針策定事業

【

項

06

目

03

事業ｺｰﾄﾞ款

一般 10

会計

平成 事後評価27 年度事業説明資料 】

事業説明資料

・施設維持更新計画が無いまま運営されて
いる 

・衛生管理基準遵守のため大幅な改築や
新設が必要 
・アレルギー対応可能施設がなく対応不可
であること 

施設備品等の課題（ハード面） 

◆老朽化等の問題 

◆衛生基準変化等の問題 

 花巻市の給食施設の抱える問題点 

人的課題（ソフト面） 

◆適正化計画による正職員の減と臨時職員

・人事管理の煩雑さが増加 

・プロ集団としての意識の低下 

・食中毒発生リスクの高まり 

施設運営方式の混在 

◆親子式センター 

・学校職員の負担増 

・経費（光熱水費等）が不明瞭 

・栄養教諭の未配置（県費負担基準外） 

・過大な委託料 

・経費（光熱水費等）が不明瞭 

◆単独校 

◆単独センター 

・学校との連携方法が不明瞭 

経験のあるコンサル等の活用が不可欠 


